
 

　35歳以上の女性の妊娠では、
卵子や胚の質の低下により、流産
が増加します。流産は妊娠の合併
症であり、約15～20%に起こりま
す。大多数は、妊娠10週未満の初

期流産で、1、2回連続して起こったとしても、それは自然
なことです。

●不育症・習慣流産を疑う時

　流産の要因は、卵子の質や胎児の染色体異常、遺伝
的な要因が大きいと考えられてきました。現在は、3 回
以上連続する自然流産は、習慣流産と考えられていま
すが、その原因はまだ分からないことも多くあります。
しかし、以下のような母体の子宮内膜の問題が注目さ
れています。
➡ 慢性子宮内膜炎
　免疫細胞（形質細胞）が内膜に炎症を引き起こす。細
菌やウイルスが原因となることもある。
⇒ 内分泌（ホルモン）異常
⇒ 血栓症
⇒ 子宮奇形
⇒ 子宮筋腫・ポリープ
⇒ 子宮腺筋症

繰り返す流産は、いつ習慣流産と考えられる？

《加齢による流産のリスク》
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●連続3回以上の流産が起こったら

　3回以上の連続する流産は、習慣流産の可能性が高
まります。グラフは、加齢による流産のリスクを示し、2
回までは流産のリスクに大差はありませんが、3回以上
繰り返し起こる人は、年齢や原因に関わらず、不育症と
なるリスクがさらに高まります。
　妊娠しても流産が続いて不安な場合、早めに検査を
受けることで、原因に合わせた治療を受けることがで
きます。習慣流産は決して絶望的ではなく、流産と向き
合いながら、出産を目指すことが大切です。
　
※フェルチクリンの中野英二医師にお話いただきまし
た。


